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か 

ん
ビ
し

_て
、却
つ
て

 

一.

®
の
空
，米
切
手
の
發
行
を
公
認
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。

;:
;
:
N
M廄
肋
の

.切
手
出
：入
親
停

.は
：隨
意
的
な

>

し
‘が

爲

初

よ

&

故
障
ぁ

6

て
實
行
拶
涉
し
か 

ら
す

^

睐
な
る
切
手
の
市
場
に
存
す
る
も
の
依
然
た

6

し
か
ば
、デ
明
三
年
十

.月
嵇
府
ば
斷
然 

K

の
仕
法
を

一

變
し
て
强
制
的
と
し

®:
月
晦
日
大
阪
町
舉
行
は
之
を
三
鄕
に
布
告
す
る
と
典 

に
*3 1
に
細
則
を
足
め
セ
日
く
、

3

安
永
ニ
年
の
觸
書
以
後
骰
行
の
切
手
は
都
て
縫
殿
助
に
屆
出 

づ
ベ
し
。
邦
の
中
紛
議
調
停
未
濟
の
分
は
、此
の
際
縫
殿
助
よ

6

藏
屋
败
及
び
鈒
主
に
對
談
し 

て
和

11
の
年

«

返
濟
ビ
し
、日
を
限
り
て
諾
否
の
返
答
を
要
求
し
、若
し
右
日
限
十
に
示
談
調
は

ず
ん
ば

.縫
殿
助
よ
り
町
舉
行

‘所
に
屈
出
で
、町

舉

行

所

に

て

密

现

の

上

;£
米
切
手
に
和
違
な
け 

ノ
れ
_ば
.藏
出
を
命
じ
、惜
：銀
?1
當
：の
切
手
な
ら
ば
、借
銀
證
文
に
擦
印
せ
る
町
人
共
に
返
濟
を
命
じ
、
 

時
宜
，に
よ

b
 V

は
藏
役
人
に
返
濟
を
命
ず
べ
し
。

(

ニ)

安
永
ニ
年
の
觸
寄
以
後
に
發
布
せ
ら
れ 

た
る
.切
手
は

•
•正
米
：切
手
に
せ
よ
、引
當
米
切
手
に
せ
よ

•
悉
く
鏠
殿
助

.の
加
印
を
請

く

ベ
し
。
加 

印〃無
♦

切
手
は

®

質
す
，る
を
許
さ
ず
、又
之
を
以
て
出
訴
に
及
：ぶ
と
も
受
理
せ
ざ
る
ベ
し
ノ

(

三) 

錄
殿
助
の
加
印
は
本
日
よ
ぅ
三
日
を
經

y

開
始
す
。
之
を
請
ふ
潘
は
印
料
ビ
し
て

1

石
に
つ 

§

銀

1

:;
分
を
上

納

す
ベ
し
。

J£
l

上
諸
件
は
京
都

0'
)大
律
も
大
阪
表
に
準
ず
べ
し
ど
。
而
し
て
同 

日
米
方
年
行
钶
を

•
召
し
、諸

家
®

米
入
律
の
節
は
、年
行
司
の
中
一
.人
づ
つ
出
張
し
て
俵
數
を
改 

め
又
拂
米
の
札
日

*
質
^

前
*
直
段
*

數
並
'び
に
每

.
日

の
拂
.
米
高
•出
米
高
を
縫
殿
助
に
屆
出
づ
ベ 

し
。
•
尤
.も
諸
家
拂
米

.ば
：町

.奉
行
所
に

•屆
出
の
上
、掛
札
を
出
し
、入
札
を
行
ふ
べ

&

箸
な
れ
ば
、其 

.0
旨
相
心
得
べ
し
，ビ
達
し
た
り
。

‘
堂
島
濱

.方
に

'て
は

.本
令
に
接
し
、十

二

月湖
！！：、

同

ニ

日

に

涉
&

、衆
議
を
凝
ら
し
、先
づ
藏
屋
擻 

0

內
意
を
探
ぅ
し
に
、故
障
を
唱
ふ

る

も
;0
少
か
ら
ず
、中
に
は
若
し
當
方
の
切
手
に

«

殿
助
の 

加
印

.あ
ら
ば
、斷
じ
て
藏
出
を

.許
さ
ず

^

强
硬

に
主
張
す
る

i

あ
b

o

結
局
藏
，藏
i
 

6,
江
戸
及

筋十
ニ卷

.

0

說

2

:

ニ九

>
:'

米：
切手
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龄
十
S

餘

餽

H

H

0

)

来

讲

手
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第ニ號七四

.

び
本
國
の
指
挪
を

#

る
^

で
、本
令
の
實

'
施
.

を
延
期
せ
ら
れ
ん

乙

と
を
請
ひ

L

に
、其
の
許
可
な 

ぐ
、急

®

を
以
て
指
揮
を
仰
ぐ
べ
し
ヒ

の

ぁ̂

々
&

.

。
此
の
談
判
，の
個
、相

.

場
は
1 E
.

米

•
帳

合

米

と
 

も
中
止
;：1<
|

0

け
|

ー_
#

?

十
ぢ
な

6

、藏
藏
の
出

 

米
ゅ
停
此
せ
ら
れ
、市
場
の

動
搖
一 

.

方
な
.

ら
ざ
り
し
か
ば
、

4
-

 ニ
！！！； '

k

至
.
う
臨
時
仕
法
を
、定
め
、藏
役
人
は
拂
米
切
手
の

*

附
合
高
•員 

:

數
食
拂
の
月
ロ

*

貢

主

：
の

名%

等
赞
を
其
の.都
度
町
奉
行

.

所
R

屈
出
づ

.

べ
く
><從
來
賣
出
せ
る
切 

手
を
以
て
藏
出
を
請
ふ
時
は
遲

«

な
く
正
米

^

交
付
し
、其
の

>>
i

fl
書
同
檬

/I
I

技
つ
ベ
し
。

:
但
し
、國

.元
ょ

&

返
事
到
着
次
第
、以
後
の
挪
米
は
勿
論

^

的
仕
法
中
の

^

^

#
び
に
從
來
&
出 

.

,
せ
る
切
手
も
、皆
加
印
を
講
ぐ
べ
し
マ
し
し
、米
方
年
行
司
は

仲

M

X

う
受
く
る
日
日
の
出
米
の
屆 

:

«:
を
.集
め
、之
に
總
石
高
及
び

>[
)

米
高
の
總
訃
を
添
へ
て
町
奉
行
腕
に
差
出
す
こ
と
ビ

f

o 

M
S
I

に

6

て
翌
十
三

P

は休
：：；

な
る
に
拘
ら
ず
立
會
あ
り
、肥
後
米
八
捨
九
奴
筑
前
米
八
拾
三 

:
:奴
歡
三
分
の
相

#

 ̂

:

今
囘
の
仕
法
に
對
し
、諸
家
ょ

6
.故
：障
を
提
出
す
る
乙
と
苒
三
に
及
べ

.
り
？
.其
の
主
ビ
す
る 

所
は
、廻

.米
拂
方
の
寒
：延
を
來
す
に
あ
う
と
い
ふ
も
、之
が
詳
細
を
知
る
能
は
ず
。
翌
四
年
十
一 

,

;
月

、三
た
び
米
切
手
改
：仕
：法

を

：改
正
：す

る

に

及
|び
、米
切
手
に
鏠
殿
助
の
加
印
す
る

乙

K

0

米
入

歡
の
際
米
方
年
行

^

■

の
^
愉
す
る

こ

と
^

び
#

米
掛
札
入
札
等
を
其
の
.
度
藏
屋
敷
よ
り
風 

出
づ
る
こ
と
を
廢
止
し
た
る
よ

b

推
せ
ば

•

是
等
の
：三
ヶ
條
は
藏
藏
の
尤
も
迷
惑
を
感
せ
し
所 

な
る
ビ
共
に
、挪
米
方
遲
延
の
原
因
と
し
て
彼
等
が
反
植
カ
說
せ
し
所
な
る
ベ
し
。

.

天
明
四
年
の
米
切
手
：改

_

法
は
下

.

の
如
し
。
日
く

3

諸
家
挪
米
を
落
礼
し
、代
銀
を
納
入
し 

て
切
^

を
受
領
せ
ば

'

質
、■

其
の
翌

.
日
を
.

以
て
落
札
月
日

•

石
高
•

買
主
名
前

•

代
銀
•

切
手
の
員
數

* 

番
附
：等

.

に

至

るま
：：

で
：

」

明

細
*

を
作
か
て
米
方
年
行
甸
に
差
出
し

*

年
行
司
は

M

に
«

殿
助
に

&

 

す
べ
し
。；然
る
時
は
縫
殿
助

.

.は

.
屈
書
.

の
事
項
を
自
己
の
帳
面
に
記
入
し
、右
贬

®

ど
屈
*
と
に 

押
切
印
を
施
し

.
て
.

之
；を

: «

主
に
返
付
し
、旦

.

規
定
9

印
料
を

®

す
べ
し
。
萬
一
右
切
手
米
に
つ 

;

き
俄
.興
起
ら
ば
、鏠
殿
助
方
：.の
控
.

面

ビ

對

照

じ
、屆
出
濟
の
切
手
に
相
違
な
：

く

ば
、訴
®
を
受
理 

へし：て

‘

沙
汰
に
及
ぶ
ベ

'.
:
:く
、巷
し
縫
殿
助
に
屆
出
：で
中
、同
人
押
切
印
の
書
狀
も
無
く
、控
帳
面
に
も 

1B
入
：無
く
ば
、假
令
出
訴
に
及
ぶ
ど
も
受
理
：せ
ざ
る
ベ
し
。
印
料
は
前
に
一
石
に
つ
き
銀
一
分 

w

定
.

め
/
a

ぅ
し
が
、本
文
の
如
く
爲
す
に
於
て
は
、濱
方
に
て
臨
時
の

入
用
、も
あ
る

べ
き
に
よ

ク

’ 

三
1

を
«

し
、一
石
に
つ

.き

|
.

分
三
厘
，を
質
主

よ

今
徵
し
、其
の
三
：厘

を

米

仲

貝

，に
與
ふ
ベ
し
。

(

ニ)

安
永

-

年
以
後
の

■

達
切
手
を

.所
有
す
る
者
は
、貸借
年
月

•

石
»

。«

¥

切
手

0
附
.等を
娄
細 

第
士

一

卷

論

sf
t

p

s

c

米

切

手

. 

婼
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(

5
1三)

来
•
切手
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に
記
し
て
鏠
殿
助
方
に
屆

识
づ

ベ
し
。、

然
る

上
咚

轉

殿
：助

'方
.

に
セ
.帳
.面
'

に
，記

入

し
帳

.面
ビ

屈 

書
，
と
に

押
切

印
.を

加
.
へ、屈

書
：
は
之
を
返
付
し

^

規
定
の
印
料
を
徵
す
ベ
ぐ
、

右
押
切

印
の

書
狀 

贿
く
ば
出
訴

U
及
ぶ
ぐ
し
も
受
理

せ
ざ

る
べ
し
。
其
の

他

は
前
年
十
月
令
の
如
く
、縫
殿
助
の
調 

停
不
調
の
旨
、同
人
ょ

$

町
奉
行
所
に
屆
出
あ
ら
ば
、.調

達
.切
手

の
分

は
速

に
印
；形

の
W

人
に
返 

W

を
命
じ
、尙
返
濟
に
及
ば
ず
ん
ば
、某
の

藏
屋
敷

に
濟
方
を
命
ず
べ
し
と
。
而
し
て
之
と
同
時 

に
廻
着
米
高
及
ぴ

»

米
»

*

.入
札
等
，は
往
時
の
’如
く

1

ヶ
月
限
ぅ

W

泰
行

r

に
屆
出
つ

へ
し
 

.

マ
し
藏
M

®

:

R

達
し
、又
米
仲
貿

.が

規
定
，の

印

料

を
.

見
込
み
す
直

R
,
 

A

外
す
る
な

ら
ん
と
は

諸
家 

の

凝
傲
す
る
所
な

れ
ば
、
か
か

る

.

擧
動
：あ
ら
し
む
ベ
か
ら
ず
と
、

米
方
，年
行
司

..
R

注

意
を
加
へ
た

K
y
o

.是
ょ
り
縫
殿
助
の
米
切
竿
改
仕
法
は
繼
續
す
る
こ
と
僅
か
に

ニ
年
、天
明
六
年
十

一

月
に
至

 

ぅ
、縣
府
は

「

差
，障の
筋
有
レ
之

」

と
い
へ
る
極
め
て
簡
鞏
な
る
理
由
の
下
に
、同
人
の
米
切
手
改
*
帶

 

股
を
免
じ
，大
飯
に
て
は
翌
年
正
月
右
の
官
を
三
娜
师
中
に
命
し
ぉ

A

。

.

#

 

y

ト

國

家

及

法

律

哲

學

ミ

論

理

形

式

主

義

經

濟

學

(

其
！m

:

福

田

：

—

三

ノ 

(

七)

‘

カ
ン
ト
：が

『

道
德
形
：而
上
學

』

で
名
く
る
も
の
は
、一
方
に
於
て
は

『

&

%

形
而
上
學』

に
對
し
.他
方 

.

に
於
て
は

『

道
德
物
理
學

』

に
對
す
る
も
の
と
す
。

::『

自
#

形
而
上
學

』

':
4『

逍
徳
'形
而

^

學』

も
共
'に

純

粹

先

夫
fi
i
i
に
妥
會

な
る
理
性
法
則
の
體
系
な 

b

、唯
だ
前
潘
は
自
然
界
に
就
て
の
醴
系
に
し
て
後
者
は
自
由
界
に
就
て
の
體
系
な
る
を
以
て 

興
，る
點
と
す
。
.
.次
に
等
し
く
道
’徳
を
論
ず
：る

學
問
の
中『

遨
德
•

a°
®°』

は

道

德

.の

起

源

、
意

義

及
 

作
用
と
經
驗
的
に
與
へ
，.ら
れ
た
る
人
間
の
生
活
に
於
け
る
客
觀
的
道
徳
と
に
關
す
る
理
論
に 

し
て
、

『

道

徳

形

而

上

學

』

は

之

，と

與̂V
V
、

經
®
的
生
活
に
寸
毫
も
顧

It
す
る
所
な
ゝ
純
粹
先
天
的 

に
妥
當
な
る
形
式
を
討
究
す
る
一
體
系
な

b

e

純
粹
悟
性
_法
則
が
經
.驗
の
特
殊
的
內
容
に
對 

し
て
ば
絕
對
的
に
無
關
係
に
し

C

'

切
の
可
能
な
る
經
驗
に
對
し

y

先
天
的
に
妥
當
な
る
が 

辭
十
ニ
港

(

ニ三三

)

論
說
ヵ
ン
ト
國
衆
及
法
雜
哲
學
と
酴
理
形
式
主
義
經
濟
學
，
第
二
诚

 

七
七


